
特例について
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（別紙）【様式２】

特別の教育課程編成・実施計画

１ 特別の教育課程を編成・実施する学校の管理機関

沖縄県中城村教育委員会

２ 特別の教育課程を編成・実施する学校一覧

学校名 設置者の別 学校の種類

中城小学校 公立（中城村） 小学校

津覇小学校 公立（中城村） 小学校

中城南小学校 公立（中城村） 小学校

３ 特別の教育課程の内容

（１）必要となる教育課程の基準の特例

学校第 1学年から第 6学年に新設教科「中城ごさまる科」を置く。
ア 小学校 1学年は国語、生活、から合計１０時間削減し、「中城ごさまる科」に充てる。

イ 小学校第 2学年は、国語、生活、から合計１０時間削減し、「中城ごさまる科」に充てる。

ウ 小学校第 3学年及び第 4学年は､社会を１２時間削減し、「中城ごさまる科」に充てる。

エ 小学校第 5学年は、道徳、総合的な学習の時間から合計１３時間を削減し「中城ごさまる科」

に充てる。

オ 小学校第６学年は、総合的な学習の時間から合計 15時間を削減し「中城ごさまる科」に充て

る。

カ 教育課程全体は別添の教育課程表参照

（２）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性

本村は、2000 年 12 月に世界遺産指定された「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の
一つである中城城跡(なかぐすくじょうあと)を有している。

グスクは、12 世紀前後より各地に現れた按司と呼ばれた豪族の築いた石造りの城砦で
あり、拝所を備え、聖地としての役割を担い、地域の信仰を集める場所でもあった。こ

れらの遺産群は、琉球王国が 1879 年に沖縄県になるまで、独立国として東南アジアや中
国、朝鮮半島や日本との経済的、政治的な交流をもち、独自の琉球文化を花咲かせた

ことを示している。これら独自の文化的伝統や信仰形態を今日まで伝える貴

重 な 建 造 物 群 が そ の 歴 史 的 価 値 を 認 め ら れ 、 世 界 遺 産 に 登 録 さ

れ た 。

世界遺産として、世界的にも希有な文化及び伝統は，現在でも私たちの生活の舞台で

あるとともに，心の拠り所となっている。

このように先人の残したすぐれた歴史・文化を理解する事は、世界遺産を有する地域

の使命でもあると同時に、それらに誇りを抱き，自分の住んでいる地域の発展に尽くし

たり，グローバルな視点を持つ台座となると考える。よって村内３小学校で「琉球王国

のグスク及び関連遺産群」の１つである「中城城跡」と按司「護佐丸」を切り

口とした、歴史・文化を学ぶ必要がある。
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（３）法令上の教育の目標等との関係

ア 教育基本法及び学校教育法における教育の目標に関する規定との関係

【教育基本法】

第二条 教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成す

るよう行われるものとする。

五 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊

重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

【教育基本法】

第二十一条

三 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝統と文化を尊重し、それらを

はぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに、進んで外国の文化の理解を通じて、

他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

上記法令を具現化するため本「中城ごさまる科」は、世界遺産指定された「琉球王国のグスク

及び関連遺産群」を中心にしながら学習を展開する。それにより、正しく我が国と郷土の伝統と

文化理解する事ができる。また、それは他国を尊重し国際社会の平和に寄与する基盤となる。

イ 学習指導要領に定める内容事項が特別の教育課程において適切に取り扱われていること

１ 小学校第 1、２学年においては、絵本教材・読み物教材「なかぐすくのえいゆう ごさまる」

を教材を作成し国語の指導内容

（1） 読むことの能力を育てるため，次の事項について指導する。

ア 語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。

イ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。

ウ 場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。

また、生活の指導内容項目

（8） 自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行い，身近な人々とかか

わることの楽しさが分かり，進んで交流することができるようにする。を指導する。

２ 小学校第 3、4学年においては、

社会の指導内容である（5） 地域の人々の生活について，次のことを見学，調査したり年

表にまとめたりして調べ，人々の生活の変化や人々の願い，地域の人々の生活の向上に尽く

した先人の働きや苦心を考えるようにする。

ア 古くから残る暮らしにかかわる道具，それらを使っていたころの暮らしの様子

イ 地域の人々が受け継いできた文化財や年中行事

ウ 地域の発展に尽くした先人の具体的事例

を取り入れ従来の単元を「中城ごさまる科」へ移す。

３ 小学校第５学年においては、「史劇 護佐丸･阿麻和利の乱」の脚本を作成し、以下の総合

的な学習の時間の目標、内容を踏まえて展開する。また，思いやりの心を持つとして，「護

佐丸と中城の人たち」，郷土の伝統を大切にするとして「世界遺産 中城城跡」、社会に奉仕

する喜びを知るとして，「中城城跡のガイドさん」の資料を作成し，以下の道徳の指導内容

を充てる。
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【総合的な学習】

指導計画の作成と内容の取扱い（5）学習活動の例で示された，「地域の人々の暮らし，伝

統と文化」として、学習活動を展開していく。展開するにあたっては、組踊「護佐丸」上演実

行委員会や城跡案内ボランティア団体「グスクの会」等の各種団体との連携，地域の教育資源

を積極的な活用を行う。また、体験的な学習に配慮しつつ，教科等の枠を超えた横断的・総合

的な学習，探究的な活動となるよう充実を図る。

【道徳】

2.主として他の人との関わりに関すること

（2）だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする。

4.主として集団や社会とのかかわりに関すること。

（4）働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って公共のために役に立つことを

する

（7）郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもつ。

４ 小学校第６学年においては、教材「琉球の武士の世の中」を作成し、以下の総合的な学習の

時間の目標、内容を踏まえて展開する。

【総合的な学習】

指導計画の作成と内容の取扱い（5）学習活動の例で示された，「地域の人々の暮らし，

伝統と文化」として、学習活動を展開していく。展開をするにあたっては、沖縄の文化の

歴史的な背景や世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の価値を見いだすために、

中城城跡の活用や体験的な学習に配慮しつつ，教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習，

探究的な活動となるようにする。

ウ 学習指導要領に定める内容事項を指導するための総授業時数が特別の教育課程において確保さ

れていること

教育課程編成計画を編成・運営において、標準授業時数を上回るように務

める。

（４）児童又は生徒の教育上適切な配慮及び保護者への配慮

ア 児童又は生徒の発達の段階並びに各教科等の内容の系統性及び体系性への配慮

１小学校第 1．2学年においては、紙芝居や読みものを中心に、中城村の文化や歴史的人物に興味

・関心を持つ事

２ 小学校第 3．4学年においては、自分の住んでいる地域の伝統・芸能の等の文化について知り、

中城城跡に関連する人、物、事について調べ知る事

３ 小学校第５学年においては、中城城跡に関連して働く人や、歴史・文化を継承している人々

の努力や活動を知る事や城主「護佐丸」について、当時の中城に住む人びとに対しての思いや

りや歴史上の偉業に気づき、世界遺産としての価値を見いだす事

４ 小学校第６学年においては、中城城跡や城主「護佐丸」を中心に、グスク時代、（12世紀前後）

琉球王国として東南アジアや中国、朝鮮半島や日本との経済的、政治的な交流をもち、独自の琉

球文化を花咲かせたことを知る事。

イ 保護者の経済的負担への配慮その他の義務教育における機会均等の観点からの適切な配慮（小

学校，中学校，中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部において特別
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の教育課程を編成・実施する場合のみ記載）

「中城ごさまる科」を進めるにあたって、保護者に教材費や副読本等の購入を求めるなど経済

的負担はかけず、中城村教育員会、各学年の学習を進める上で必要な教材を作成し配布する。

学校においては、「中城ごさまる科」の趣旨理解を進め、指導の充実に努める。ただし、取組

に係る経費が必要な場合には、保護者の同意を得、負担過重にならないように配慮する。

ウ 児童又は生徒の教育課程特例校への転出入に対する配慮

転出児童については、転出先の学校に対し、本教育課程の趣旨説明を行い、スムーズに申し送り

できるよう配慮する。

また、通常の教育課程から削減して配当した生活科や音楽、体育等についても、その内容の精選、

指導方法の工夫・改善を図るなど、全内容が履修できるように適切に行わるようにする。また、標

準授業時数を上回る教育課程編成の計画・運営を行う。転入児童については、該当学年までの教材の

提供を行う。授業の中で、状況に応じて個に応じた支援ができるように配慮する。

エ その他特例の実施に当たって必要と考えられる配慮等

・1年から６年までの教材を作成する。

・指導する教師用手引き書の作成を行う。

・各学年の「中城ごさまる科」学習指導事例集の作成し村内で共有できるようにする。

・村主催の担当者研修会を行う。

・文化・歴史遺産の巡検や講話・講演会・フォーラムの開催

・「中城ごさまる科」の担当を校務分掌に位置づけ、学校の体制づくりを行う。

・「中城ごさまる科」を推進するための学習環境作りに努める。

・現在建設中の「護佐丸歴史資料図書館」と連携し「中城ごさまる科」で活用できるよう連携を図

る。

・「中城ごさまる科」を推進するための予算措置

（５）特例の適用開始日

平成 26年 4月 1日

（６）取組の期間

平成 26年 4月 1日～平成 29年 3月 31日

（７）計画の実施状況の把握・検証及び文部科学省への報告

・教育課程編成・実施状況の把握。検証については、年度当初に教育計画書の提出

と年度末に実施授業時数を学校から提出。

・自己評価や児童・保護者へのアンケートの実施

評価規準表を作成し、評価結果を踏まえ、指導方法等の工夫改善に努めるとともに、評価結果は

学校便りや学校説明会・授業参観等を通して、保護者や地域に公表する。

・通知票に「中城ごさまる科」欄を作成し、その評価を保護者へ通知する。

・最終年度（平成 29年度）に 3カ年の取組を評価し、年度末に 3年間の実施状況及び検証結果を報

告する。
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１．管理機関

名称 沖縄県中城村教育委員会

住所 〒 901-2407

連絡先 電話番号 098-895-3276

ＦＡＸ番号 098-895-6353

Ｅ－ｍａｉｌ kyoiku-s@vill.nakagusuku.lg.jp

担当者 所属・職名 教育総務課 主幹兼指導主事喜屋武辰弘

作成年月日、修 平成２５年 8 月 5 日

正年月日

２．都道府県教育委員会 /都道府県私立学校主管課
名称

住所 〒

連絡先 電話番号

ＦＡＸ番号

Ｅ－ｍａｉｌ

担当者 所属・職名
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中城小学校 教育課程表

区 分 各 教 科 の 授 業 時 数 道 特別 総合 外国 新 総

国 社 算 理 生 音 図 家 体 徳 活動 的な 語活 設 授

画 の の授 学習 動の 教 業

工 授 業時 の時 授業 科 時

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 業 数 間の 時数 等 数

時 授業 の

数 時数 授

業

時

数

第１学年 301 136 97 68 68 102 34 34 10 850

（-5） （-5） （＋ 10）

第２学年 310（- 175 100（- 70 70 105 35 35 10 910

5） 5） （＋ 10）

第３学年 245 58 175 90 60 60 105 35 35 70 12 945

（-12） （＋ 12）

第４学年 245 78 175 105 60 60 105 35 35 70 12 980

（-12） （＋ 12）

第５学年 175 100 175 105 50 50 60 90 32 35 60（-1 35 13 980

（-3） 0） （＋ 13）

第６学年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 55 35 15 980

（-15） （＋ 15）

合 計 1451 34 １（-2 1011 405 197（- 358 358 115 597 206（- 209 255（- 70 72 5645

（-10） 4） 10） 3） 25） （＋ 72）

＊１ 標準授業時数と異なる授業時数を設定する教科等については， 標準授業時数からの増減を

（ ）で記入し，網掛けにすること。

＊２ 英語による教育（いわゆるイマージョン教育）を行う場合には、標準授業時数や増減時数の

下にアンダーラインを引くこと。
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津覇小学校 教育課程表

区 分 各 教 科 の 授 業 時 数 道 特別 総合 外国 新 総

国 社 算 理 生 音 図 家 体 徳 活動 的な 語活 設 授

画 の の授 学習 動の 教 業

工 授 業時 の時 授業 科 時

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 業 数 間の 時数 等 数

時 授業 の

数 時数 授

業

時

数

第１学年 301 136 97 68 68 102 34 34 10 850

（-5） （-5） （＋ 10）

第２学年 310（- 175 100（- 70 70 105 35 35 10 910

5） 5） （＋ 10）

第３学年 245 58 175 90 60 60 105 35 35 70 12 945

（-12） （＋ 12）

第４学年 245 78 175 105 60 60 105 35 35 70 12 980

（-12） （＋ 12）

第５学年 175 100 175 105 50 50 60 90 32 35 60（-1 35 13 980

（-3） 0） （＋ 13）

第６学年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 55 35 15 980

（-15） （＋ 15）

合 計 1451 34 １（-2 1011 405 197（- 358 358 115 597 206（- 209 255（- 70 72 5645

（-10） 4） 10） 3） 25） （＋ 72）

＊１ 標準授業時数と異なる授業時数を設定する教科等については， 標準授業時数からの増減を

（ ）で記入し，網掛けにすること。

＊２ 英語による教育（いわゆるイマージョン教育）を行う場合には、標準授業時数や増減時数の

下にアンダーラインを引くこと。
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中城南小学校 教育課程表

区 分 各 教 科 の 授 業 時 数 道 特別 総合 外国 新 総

国 社 算 理 生 音 図 家 体 徳 活動 的な 語活 設 授

画 の の授 学習 動の 教 業

工 授 業時 の時 授業 科 時

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 業 数 間の 時数 等 数

時 授業 の

数 時数 授

業

時

数

第１学年 301 136 97 68 68 102 34 34 10 850

（-5） （-5） （＋ 10）

第２学年 310（- 175 100（- 70 70 105 35 35 10 910

5） 5） （＋ 10）

第３学年 245 58 175 90 60 60 105 35 35 70 12 945

（-12） （＋ 12）

第４学年 245 78 175 105 60 60 105 35 35 70 12 980

（-12） （＋ 12）

第５学年 175 100 175 105 50 50 60 90 32 35 60（-1 35 13 980

（-3） 0） （＋ 13）

第６学年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 55 35 15 980

（-15） （＋ 15）

合 計 1451 34 １（-2 1011 405 197（- 358 358 115 597 206（- 209 255（- 70 72 5645

（-10） 4） 10） 3） 25） （＋ 72）

＊１ 標準授業時数と異なる授業時数を設定する教科等については， 標準授業時数からの増減を

（ ）で記入し，網掛けにすること。

＊２ 英語による教育（いわゆるイマージョン教育）を行う場合には、標準授業時数や増減時数の

下にアンダーラインを引くこと。

14



【様式３】

平成 年 月 日

文部科学省初等中等教育局長 殿

管理機関名 中城村教育委員会

教育長 比嘉 良治 印

教 育 課 程 特 例 校 指 定 変 更 申 請 書

別紙のとおり、特別の教育課程編成・実施計画の変更を希望するので、学

校長の同意書を添えて申請します。
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（別紙）【様式４】

特別の教育課程編成・実施計画の変更内容

変更内容

（３）法令上の教育の目標等との関係 イ 2 小学校第 3，4 学年について

小学校第 3 学年の内容事項を，新学習指導要領総合的な学習の時間第 2 ３各学

校において定める目標及び内容の取扱い (5)で示された「地域の人々の暮らし，

伝統と文化など地域や学校の特色に応じた課題」として「中城村の人々が受け

継いできた中城城跡とそれらを伝える人々の思いや願い」を取り上げる。

学習するにあたっては，世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の価値

を理解し，見学・聞き取りなどの体験的な学習を取り入れ，児童が探求的な見

方･考え方を働かせ，教科等の枠を超えた横断的･総合的な学習や児童の興味･関

心等に基づく学習となるよう充実を図る。

小学校第 4 学年の内容事項を，新学習指導要領社会科第 4 学年 2 内容 (5) 県内の

特色ある地域の様子について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 県内の特色ある地域では，人々が協力し，特色あるまちづくりや観光などの

産業の発展に努めていることを理解すること。

(ｲ) 地図帳や各種の資料で調べ，白地図などにまとめること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 特色ある地域の位置や自然環境，人々の活動や産業の歴史的背景，人々の協

力関係などに着目して，地域の様子を捉え，それらの特色を考え，表現するこ

と。

を「中城ごさまる科」へ移し学習する。

※箇条書きで、具体的且つ簡潔に記載すること。

変更理由

平成 31 年度実施移行措置によって，第 3 学年で「中城ごさまる科」に移した社

会科の指導内容（5）地域の人々の生活について，次のことを見学，調査したり

年表にまとめたりして調べ，人々の生活の変化や人々の願い，地域の人々の生

活の向上に尽くした先人の働きや苦心を考えるようにする。

イ 地域の人々が受け継いできた文化財や年中行事

を扱わなくなったため。

小学校第 4 学年においては，護佐丸についての考古史料，文献資料が乏しいた

め。また，近年，中城村では「護佐丸・中城城跡」を用いた取り組みに力を入

れており，かつ，ボランティアガイド「グスクの会」が継続的に活動をしてい

るため。

※箇条書きで、具体的且つ簡潔に記載すること。
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【担当者】

１．管理機関

名称 沖縄県中城村教育委員会

住所 〒 901-2407

連絡先 電話番号 098-895-3276

ＦＡＸ番号 098-895-6353

Ｅ－ｍａｉｌ kyoiku-s@vill.nakagusuku.lg.jp

担当者 所属・職名

作成年月日

２．都道府県教育委員会 /都道府県私立学校主管課

名称 沖縄県教育庁義務教育課

住所 〒900-8571 沖縄県那覇市泉崎 1 丁目２番２号

連絡先 電話番号 (098)866-2741

ＦＡＸ番号 (098)866-2750

Ｅ－ｍａｉｌ tairahjm@pref.okinawa.lg.jp

担当者 所属・職名 義務教育課 学力向上推進室

指導主事 平良 一 （たいら はじめ）
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【担当者】 

１．管理機関 

管理機関名 沖縄県中城村教育委員会 

住所 〒901-2406 沖縄県中城村字当間５８５番地１ 

連絡先 電話番号   098－895－3276 

担当者 
所属・職名  教育総務課 

      主幹兼指導主事 宮城 政光            

 

２．都道府県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県 

教育委員会名 
沖縄県教育庁義務教育課 

住所 〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2 

連絡先 電話番号   098－866－2741 

担当者 
所属・職名  義務教育課 学力向上推進室 

 指導主事 池原 鉄 
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成果物

中城ごさまる科
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中城小学校

　１年生

中城小学校

中城城跡見学の様子
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１年生

中城小学校
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中城小学校
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1 年生

中城小学校
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中城小学校
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１年生

中城小学校

28



中城小学校

29



中城小学校
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中城小学校

２年生

護佐丸歴史資料図書館

歴史展示室見学の様子
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中城小学校

２年生
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中城小学校
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中城小学校

２年生
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中城小学校
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中城小学校

２年生
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中城小学校
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中城小学校

２年生
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中城小学校
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中城小学校

２年生

40



中城小学校
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中城小学校

２年生

42



中城小学校
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中城小学校

２年生
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中城小学校
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中城小学校

２年生
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中城小学校
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中城小学校

２年生
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中城小学校
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中城小学校

50



中城小学校

３年生

中城城跡見学の様子

かるた作成の様子
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３年生

中城小学校

絵札
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中城小学校
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３年生

読み札

中城小学校
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中城小学校
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中城小学校
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４年生

中城小学校

授業の様子
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中城小学校

４年生
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中城小学校
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中城小学校

60



中城小学校

５年生

音読劇の練習音読劇の練習

音読劇の本番

衣装づくり
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５年生

中城小学校
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中城小学校

63



中城小学校
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中城小学校

６年生

授業の様子
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６年生

中城小学校

三山時代前（ 世紀～ 年頃）

１１８７年
舜天が王即位 三山時代の始まりともいわれる

６０５年
中国史に「流求」がはじめて登場する

沖縄か台湾を指す

王朝の移り変わり

①舜天 ②舜馬順煕 ③義本

先史時代 世紀頃まで狩猟採集

ヤンバルクイナも・・・

琉球・沖縄
の歴史

66



中城小学校

近世琉球（ 年頃～ 年）

近世琉球のはじまりは、 年の薩摩藩による島津侵攻からです。

琉球王国→琉球藩
日本統治下となった琉球ですが、独立を保持しようと中国との関係も保っていた。
江戸へ使節も送っていた。

琉球藩と琉球王国が同時にあった時代

年の 月に アメリカのマシュー・ペリー提督が
首里城に入ってきて開港を求めてきた。
翌年に琉米修好条約を結んで那覇が開港された。

この時代の大事件

三山時代について（ ～ 年）

北山 中山 南山
三山時代とは古琉球の時代で

の３つの勢力圏が生まれた時代です

中城は 中山 だった！

北山

今帰仁城

攀安知

各地の拠点

中山

首里城

尚巴志

南山

南山グスク

他魯毎
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６年生

琉球・沖縄
の歴史

おわり

それから沖縄は、沖縄国際海洋博覧会や九州・沖縄サミットなどを開
き、グスクなどが世界遺産として登録され、世界から注目される都市に
なりました。

沖縄戦 １９４５年
１９４５年の６月２３日に牛島満が自決し、沖縄戦が終了しました。
ちなみに、中城では疎開していた子どもたちが、

久場崎港に引き揚げ船に乗って帰ってきました。

中城小学校

近代沖縄 近代沖縄は明治維新の政策の一つ、
「廃藩置県」によって 琉球藩が沖縄県
になったときから。

琉球 沖縄
藩 → 県

当時の沖縄は
第一次世界大戦後の戦後恐慌によって、
お金がなくなって腹をすかし、
命を落とす危険性すらあるソテツを食べていたそうです。

ソテツ地獄
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５つのお城は
なぜ世界遺産に登録されたか？

琉球王国の成立や歴史に
大きく関わったから

世界遺産のグスク
沖縄には琉球王国時代のお城

が３００以上ある。

そのうち、５つが「琉球王
国のグスク及び関連遺産群」
として世界遺産に登録されて
いる。

沖縄の世界遺産の城について

中城小学校
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６年生

そして、中城にある中城城
一の郭・二の郭
西の郭・南の郭
三の郭・北の郭

先中城按司 護佐丸

首里城

勝連城跡

琉球王国ができた後、
政治の中心となった。

中山のお城の一つ。
按司・阿麻和利が
海外貿易により
繁栄させた。

今帰仁城跡

座喜味城跡

１４１６年
尚巴志の北山攻略

三山統一後、残った
北山勢力を見張るため
護佐丸が築城

三山統一

中城小学校
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☆優れた石造技術をもっていた。

琉球最古の
アーチ門

中城城の井戸

中城城の見どころポイント！

中城城の按司

護佐丸

中城城の見どころポイント！
その① 石の積み方

２００年分の石の歴史が見れる！
築城された城壁の８０％が残っている！

野面積み 布積み 相方積み

中城小学校
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６年生

中城小学校

沖縄の世界遺産の城について

☆世界遺産の５つのお城全てと
繋がりがある。
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津覇小学校

　１年生

津覇小学校

護佐丸歴史資料図書館

歴史展示室の見学

中城城跡

見学の様子

73



１年生

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校
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２年生

津覇小学校
授業の様子
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２年生

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校

３年生

授業の様子

作成したごさまるかるた
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３年生

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校

３年生
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津覇小学校

４年生

授業の様子
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４年生

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校

５年生

音読劇練習の様子
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５年生

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校

６年生
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６年生

津覇小学校

護佐丸
始まるよ！

津覇小学校 6年
奥濱眞那斗 玉城千尋
伊集花梨 比嘉心愛

目次

１．グスク時代（千尋）

２．護佐丸について・護佐丸.阿麻和利の乱の発
生（心愛）

３．三山時代について（花梨）

４．冊封国について（眞那斗）

５．ふりかえり

1-1 グスク時代

・京都で藤原氏が天皇をしのぐほ

どの権力を持っていたころ、沖縄

島では、それまで、主に海の近く

に集まって住み、集落を形成して

いた人々が大地に集落をかまえる

ようになっていきました。
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津覇小学校

1-2 グスク時代
・農耕生活が安定して暮しむきが豊

かになってくると、集落はやがて大

きな共同体となりました。外国との

交易も活発化し、各地の実力者は積

極的に貿易をおこなうようになりま

した。

・こうして次第に富と権力を蓄えて

いった指導者は按司（アジ）とよば

れるようになり、お互いが勢力争い

をくり返すようになりました。

２-1 護佐丸について

護佐丸は、琉球王国統一に向け
て、尚巴志と共に戦いました。
その後、今帰仁グスク、座喜味
グスク、中城グスク、と3つのグ
スクの城主となります。「築城
の天才」といわれました。尚巴
志は1430年に中城を護佐丸に与
え、築城を命じました。護佐丸
は、尚泰久を越来に置き、勝連
をけんせいしました。

2-2 護佐丸・阿麻和利の乱の発生

護佐丸・阿麻和利の乱は、

1458年に発生した内乱です。護佐
丸はいつ阿麻和利が攻めてきても
いいように訓練をしていました。
それを見た阿麻和利が尚泰久に護
佐丸が攻めてくると嘘をつきまし
た。尚泰久は阿麻和利を信じてし
まい、尚泰久が阿麻和利に護佐丸
を倒せと命令し、護佐丸・阿麻和
利の乱が発生しました。
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3-3 三山時代について

イラストや写真

・14世紀になると各地の按司の
中から強大な力を持つ按司が現

れました。

・沖縄島とその周りの島ではだ

いに３つの大きな勢力に分けら

れていきました。(これを三山と
よんでいた)

・グスク時代の中でも、この３

つの勢力が争い、琉球が統一さ

れるまでの時代を三山時代とよ

んでいました。

3－3 三山時代について
・三山は北山、中山、南山とよば

れ対立していました。

・この3つの中の勢力で、もっと
も力をにぎっていたとされるのが、

中部の中山（ちゅうざん）です。

・中国との貿易を盛んに行うよう

になっていきました。

・特に中国から冊封とよばれる形

で支援を受け、強い政権を目指し

ていきました。

4-1 冊封国とはなにか？

冊封国「さくほうこく」とは、
前近代の東南アジアで中国王朝
を中心とした冊封体制の下で、
中国王朝を宗主国とした従属国

のこと朝貢国・藩属国・服属国
とも言います。

まあ簡単にいうとドラえもんの
ジャイアンとスネ夫のような感
じです。他にまた冊封国は、朝
鮮「今の韓国や朝鮮」などもだ
ったそうです

津覇小学校

６年生
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5-1 ふりかえり

僕は、６年生に東風平小学校から転校してきました。それまでは、護佐
丸のことは全くわかりませんでした。しかし、津覇小学校ではごさまる
科という学習があり、教科書もあることにおどろきました。

護佐丸の勉強をして、昔の中城のことを知ることができました。護佐
丸は、もともとあった中城城跡を大きくして、有力なあじになったこと
もほこらしくおもいます。

僕はこれから、護佐丸を知らない人に、護佐丸のすごさ、かっこよさ

を教えていきたいです。 玉城千尋

５-2ふり返り

ごさまる科の調べ学習を通して、護佐丸のすごさが
わかりました。

護佐丸は現在の恩納村（山田ぐすく）でうまれ、尚
巴志によって中城に移されたそうです。私は、護佐丸
のことを学習して、ずっと中城で生まれ育ったと思っ
ていました。そんな護佐丸が、中城を豊かにしようと
頑張ってくれたことに誇りを持っています。これから
も、沖縄のほかのぐすくについて調べていきたいと思
います。 （比嘉ここな）

ありがと
う！

4-2 冊封行列

冊封行列は人数は、正使・福
使・護衛・船乗り、あわせて
400人から500人だったと言わ
れています。

琉球についた冊封使は、首里
城で冊封の儀式を行い、皇帝か
ら預かった文書である「爾を報
じて琉球王国国王と為す」と
中国語で読み上げます。

このときはじめて認められた国
王となります。

津覇小学校
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5-3 ふりかえり

護佐丸の学習を通して感じたことは、その時代の暮らし方や考え方を

を知ることができました。特に護佐丸は、中城グスクをぞうちくやほき

ょうを行い、戦いに備えて水の確保などをしたそうです。そこまでして、

みんなを守ろうとした護佐丸は、すごいなと思いました。

護佐丸科は、中城村にしかない特別な教科なので、これから、いろい

ろな人に知らせながら、大切にしていきたいです。そして、次の時代の

人たちにも知ってもらえるようにどんどん広めていきたいと思いました。

伊集花梨

5-4 ふり返り

ごさまる科の調べ学習を通して、琉球の歴史について詳
しく知れたのが良かったです。今回は中国との繋がりにつ
いて調べました。調べていくうちに、琉球王国はいろんな
国とつながりがあってこその王国だと、私は感じました。
中国に似た文化もあり、今もその文化が残っていることに
驚きました。

また機会があればほかのことについても調べたいです。
奧濱眞那斗

津覇小学校

６年生
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中城南小学校

　１年生

中城南小学校
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１年生

中城南小学校
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中城南小学校

101



中城南小学校
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２年生

中城南小学校

103



２年生

中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校
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３年生

中城南小学校
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３年生

中城南小学校
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中城南小学校

４年生
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４年生

中城南小学校
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中城南小学校
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４年生

中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校

５年生
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中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校

６年生
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６年生

中城南小学校
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中城南小学校

121



６年生

中城南小学校
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中城南小学校
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６年生

中城南小学校
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６年生

中城南小学校
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中城南小学校

中城南小学校
授業の様子
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中城教育の日

先史時代 11世紀頃まで狩猟採集

ヤンバルクイナも・・・

三山時代前（11世紀〜1300年頃）

１１８７年
舜天が王即位 三山時代の始まりともいわれる

６０５年
中国史に「流求」がはじめて登場する

沖縄か台湾を指す

王朝の移り変わり

①舜天 ②舜馬順煕 ③義本

三山時代について（1322～1429年）

北山 中山 南山
三山時代とは古琉球の時代で

の３つの勢力圏が生まれた時代です

中城は 中山 だった！

北山

今帰仁城

攀安知

各地の拠点

中山

首里城

尚巴志

南山

南山グスク

他魯毎

近世琉球（1600年頃〜1879年）

近世琉球のはじまりは、1604年の薩摩藩による島津侵攻からです。

琉球王国→琉球藩
⽇本統治下となった琉球ですが、独⽴を保持しようと中国との関係も保っていた。
江⼾へ使節も送っていた。

琉球藩と琉球王国が同時にあった時代

1853年の5⽉に アメリカのマシュー・ペリー提督が
⾸⾥城に⼊ってきて開港を求めてきた。
翌年に琉米修好条約を結んで那覇が開港された。

この時代の大事件

近代沖縄 近代沖縄は明治維新の政策の一つ、
「廃藩置県」によって 琉球藩が沖縄県
になったときから。

琉球 沖縄
藩 → 県

当時の沖縄は
第一次世界大戦後の戦後恐慌によって、
お金がなくなって腹をすかし、
命を落とす危険性すらあるソテツを食べていたそうです。

ソテツ地獄

それから沖縄は、沖縄国際海洋博覧会や九州・沖縄サミットなどを開
き、グスクなどが世界遺産として登録され、世界から注⽬される都市に
なりました。

沖縄戦 １９４５年
１９４５年の６⽉２３⽇に⽜島満が⾃決し、沖縄戦が終了しました。
ちなみに、中城では疎開していた⼦どもたちが、

久場崎港に引き揚げ船に乗って帰ってきました。

沖縄の世界遺産の城について

世界遺産のグスク
沖縄には琉球王国時代のお城

が３００以上ある。

そのうち、５つが「琉球王
国のグスク及び関連遺産群」
として世界遺産に登録されて
いる。

５つのお城は
なぜ世界遺産に登録されたか？

琉球王国の成立や歴史に
大きく関わったから

今帰仁城跡

座喜味城跡

１４１６年
尚巴志の北山攻略

三山統一後、残った
北山勢力を見張るため
護佐丸が築城

三山統一

首里城

勝連城跡

琉球王国ができた後、
政治の中心となった。

中山のお城の一つ。
按司・阿麻和利が
海外貿易により
繁栄させた。

そして、中城にある中城城
一の郭・二の郭
西の郭・南の郭
三の郭・北の郭

先中城按司 護佐丸

中城城の見どころポイント！
その① 石の積み方

２００年分の石の歴史が見れる！
築城された城壁の８０％が残っている！

野面積み 布積み 相方積み

中城城の見どころポイント！

中城城の按司

☆優れた石造技術をもっていた。

琉球最古の
アーチ門

中城城の井戸

☆世界遺産の５つのお城全てと
繋がりがある。

沖縄の世界遺産の城について

中 城
小学校
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中城教育の日

護佐丸
始まるよ！

津覇小学校 6年
奥濱眞那斗 玉城千尋
伊集花梨 比嘉心愛

目次

１．グスク時代（千尋）

２．護佐丸について・護佐丸.阿麻和利の乱の発

生（心愛）

３．三山時代について（花梨）

４．冊封国について（眞那斗）

５．ふりかえり

1-1 グスク時代

・京都で藤原氏が天皇をしのぐほ

どの権力を持っていたころ、沖縄

島では、それまで、主に海の近く

に集まって住み、集落を形成して

いた人々が大地に集落をかまえる

ようになっていきました。

1-2 グスク時代
・農耕生活が安定して暮しむきが豊

かになってくると、集落はやがて大

きな共同体となりました。外国との

交易も活発化し、各地の実力者は積

極的に貿易をおこなうようになりま

した。

・こうして次第に富と権力を蓄えて

いった指導者は按司（アジ）とよば

れるようになり、お互いが勢力争い

をくり返すようになりました。

２-1 護佐丸について

護佐丸は、琉球王国統一に向け
て、尚巴志と共に戦いました。
その後、今帰仁グスク、座喜味
グスク、中城グスク、と3つのグ

スクの城主となります。「築城
の天才」といわれました。尚巴
志は1430年に中城を護佐丸に与

え、築城を命じました。護佐丸
は、尚泰久を越来に置き、勝連
をけんせいしました。

2-2 護佐丸・阿麻和利の乱の発生

護佐丸・阿麻和利の乱は、

1458年に発生した内乱です。護佐

丸はいつ阿麻和利が攻めてきても
いいように訓練をしていました。
それを見た阿麻和利が尚泰久に護
佐丸が攻めてくると嘘をつきまし
た。尚泰久は阿麻和利を信じてし
まい、尚泰久が阿麻和利に護佐丸
を倒せと命令し、護佐丸・阿麻和
利の乱が発生しました。

3-3 三山時代について

イラストや写真

・14世紀になると各地の按司の

中から強大な力を持つ按司が現

れました。

・沖縄島とその周りの島ではだ

いに３つの大きな勢力に分けら

れていきました。(これを三山と

よんでいた)

・グスク時代の中でも、この３

つの勢力が争い、琉球が統一さ

れるまでの時代を三山時代とよ

んでいました。

3－3 三山時代について
・三山は北山、中山、南山とよば

れ対立していました。

・この3つの中の勢力で、もっと

も力をにぎっていたとされるのが、

中部の中山（ちゅうざん）です。

・中国との貿易を盛んに行うよう

になっていきました。

・特に中国から冊封とよばれる形

で支援を受け、強い政権を目指し

ていきました。

4-1 冊封国とはなにか？

冊封国「さくほうこく」とは、
前近代の東南アジアで中国王朝
を中心とした冊封体制の下で、
中国王朝を宗主国とした従属国

のこと朝貢国・藩属国・服属国
とも言います。

まあ簡単にいうとドラえもんの
ジャイアンとスネ夫のような感
じです。他にまた冊封国は、朝
鮮「今の韓国や朝鮮」などもだ
ったそうです

4-2 冊封行列

冊封行列は人数は、正使・福
使・護衛・船乗り、あわせて
400人から500人だったと言わ
れています。

琉球についた冊封使は、首里
城で冊封の儀式を行い、皇帝か
ら預かった文書である「爾を報
じて琉球王国国王と為す」と
中国語で読み上げます。

このときはじめて認められた国
王となります。

5-1 ふりかえり

僕は、６年生に東風平小学校から転校してきました。それまでは、護佐
丸のことは全くわかりませんでした。しかし、津覇小学校ではごさまる
科という学習があり、教科書もあることにおどろきました。

護佐丸の勉強をして、昔の中城のことを知ることができました。護佐
丸は、もともとあった中城城跡を大きくして、有力なあじになったこと
もほこらしくおもいます。

僕はこれから、護佐丸を知らない人に、護佐丸のすごさ、かっこよさ

を教えていきたいです。 玉城千尋

５-2ふり返り

 ごさまる科の調べ学習を通して、護佐丸のすごさが
わかりました。

 護佐丸は現在の恩納村（山田ぐすく）でうまれ、尚
巴志によって中城に移されたそうです。私は、護佐丸
のことを学習して、ずっと中城で生まれ育ったと思っ
ていました。そんな護佐丸が、中城を豊かにしようと
頑張ってくれたことに誇りを持っています。これから
も、沖縄のほかのぐすくについて調べていきたいと思
います。 （比嘉ここな）

ありがと
う！

5-3 ふりかえり

護佐丸の学習を通して感じたことは、その時代の暮らし方や考え方を

を知ることができました。特に護佐丸は、中城グスクをぞうちくやほき

ょうを行い、戦いに備えて水の確保などをしたそうです。そこまでして、

みんなを守ろうとした護佐丸は、すごいなと思いました。

護佐丸科は、中城村にしかない特別な教科なので、これから、いろい

ろな人に知らせながら、大切にしていきたいです。そして、次の時代の

人たちにも知ってもらえるようにどんどん広めていきたいと思いました。

伊集花梨

5-4 ふり返り

ごさまる科の調べ学習を通して、琉球の歴史について詳
しく知れたのが良かったです。今回は中国との繋がりにつ
いて調べました。調べていくうちに、琉球王国はいろんな
国とつながりがあってこその王国だと、私は感じました。
中国に似た文化もあり、今もその文化が残っていることに
驚きました。

また機会があればほかのことについても調べたいです。
奧濱眞那斗

津 覇
小学校
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中城ごさまる科
中城南小学校
R4年度 2月 ４日 （土）
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中城ごさまる科

沖縄県 中城村立 中城南小学校５年

「護佐丸」とは｡｡。
「築城の天才」
中城グスク

⾼レベルの築城技術

グループ練習

グループ練習

各幕ごとの練習

各幕ごとの練習

各幕ごとの練習

各幕ごとの練習

各幕ごとの練習

各幕ごとの練習

各幕ごとの練習

各幕ごとの練習

中城南
小学校

中城教育の日
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令和４年度
　「中城ごさまる科」
　自己評価の結果
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令和４年度 「中城ごさまる科」 自己評価の結果 

     教育課程特例校 中城村立中城小学校 

１ 目 的 

本村の幼小中学校において、地域の歴史･文化に係る地域素材を積極的に教材化し、特に本村が有

する世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の一つ「中城城跡」とその城主「護佐丸」を素材

に取り上げ、「ごさまる科」の授業とともに本村の文化を学ぶことで、中城の歴史と文化、世界遺産を

有する本村について触れ、郷土の理解を深めることや郷土への誇りと愛着を育み、自らの目標に向か

って学び続ける児童の育成を目指す。 

 

２ 事業の概要・実績 

 ・本事業は、村内全ての小学校を教育課程特例校として申請し、平成26年度から「中城ごさまる

科」を導入して９年目を向かえる。副読本・指導書・教材ＤＶＤ等を作成し、故郷の歴史・文化・

自然を通した学習を行う。 

・「中城ごさまる科」の児童アンケートでは、「自分達が住む中城村のことがよく分かるようにな

りましたか（100％）」「自分の住む町に親しみがある（100％）」「自分で調べたことを自分の言

葉で発表できた（95％）」と回答し、教師の振り返りアンケートでも「大変よかった」「よかっ

た」との肯定的意見（98％）だった。 

 

３ 村内小学校の共通した効果及び成果 

・年４回の「中城ごさまる科」の担当者を対象とした研修会を実施し、各校の取り組みの方向性と

学習進度を確認できたことで、学校が主体的に取り組むことができた。教師の振り返りアンケート

では「大変よかった」「よかった」との肯定的意見が９８％だった。 

・学習内容を新学習指導要領に沿った内容に整理し、学習内容が6年間を通して系統化されて学習し

やすくなった。 

・指導主事が各学校へ訪問し直接助言ができたことで、「中城ごさまる科」の学校間差がなくな

り、年間指導計画の見直しや、「中城教育の日」での成果報告等の方法や今後の流れなどがスムー

ズ確認できたことで、授業改善に生かすことができた。 

・三学期には、各学校で成果報告会を実施し、子供達の学びを地域などへも披露できたことで「中城

ごさまる科」の取り組みの理解が深まった。 

 

４ 児童・教師・保護者の反応 

【児童】 

・沖縄の歴史をよく知ることができた。分からないことを自分でもっと調べようと思う 

・「中城ごさまる科」を通して、中城のことを伝えていくことはとても大事なことだと思った。 

・中城村のことをたくさん知ることができて、中城村をほこりに思う。 

・自分の住んでいる地域だけでなく、沖縄の歴史を知るきっかけになれた。 

・中城村の良いところをたくさん見つけることができるようになりました。 

・「中城ごさまる科」を学習して、沖縄と日本、中国との貿易関係（関わり）が分かった。 

・観光客や県外の方に自信を持って沖縄のことをしょうかいできる。 

・みんなで協力してがんばることができたから、前より仲良くなった。 

【教師】 

・成果報告をたくさんの小学生に聞いて欲しいと思いました。とても聞きやすく、子供達の姿を見

て元気が出ました。 

・それぞれの学校の特色があり分かりやすかった。 

・中城村のことを世界に発信できるようになっていく子供達の姿が楽しみです。これからも多くの

方に発信していく取り組みを続けていって欲しい。 

・地元の歴史を知ることで、郷土愛が生まれていると思いました。素晴らしいことだと思います。 

140



 
 

・地域のことを知る。そのことを学ぶ機会はアイデンティティーの確立に大きな影響があります。 

・創作エイサーが素晴らしい。どんどんオリジナルを発揮していって欲しい。 

【保護者】 

・発達段階に合わせた学びのカリキュラムが良いと思いました。家庭でも中城村の話をすることが

増えました。これからも続けていって欲しいと思います。 

・創作エイサーの取り組みに驚きました。子供達が中城村に誇りを持って過ごしていることが嬉し

いです。 

・子供達が生き生きしながら学ぶ様子を間近で見れて感動した。どの子も勉強に熱心に取り組んで

いる様子がとても良かった。 

・子供達の一生懸命発表している姿に感動しました。 

・小学生でこれだけ中城村の歴史・護佐丸等を語れることが素敵です。先生方にも感謝します。 

 

４ 地域の評価 

・中城村教育の日で「中城ごさまる科」の、日頃の学習の様子が分かって良かった。 

・小学生でここまで学習ができているとは思わなかった。素晴らしい。今後もがんばって欲しい。 

・各小学校の取り組みは、ほぼ重複することなく、多角的な視点で中城村のことが調べられており、

初めて知る事実もあった。最後のエイサーも良かった。 

・地域に対して、ここまで自信を持って発表することは子供達の学習意欲を高めることに繋がってい

ると確信できるくらい大変良かった。今後も続けていって欲しい。 

 

５ 課題と対応策 

 ・「中城ごさまる科教材研究会」に講師等を招聘し、研究会の充実を図る。 

・ごさまる科を理解しやすくするためのさらなる護佐丸歴史資料図書館を有効活用していく。 

・各学校において、「中城ごさまる科」への理解を深めていくため、教育委員会による定期的な関わり

（助言等）を継続していく。 

・教材本の改定、増刷に向けて予算処置を行い学びの環境を整えていく。 
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令和４年度 「中城ごさまる科」 自己評価の結果 

     教育課程特例校 中城村立津覇小学校 

１ 目 的 

本村の幼小中学校において、地域の歴史･文化に係る地域素材を積極的に教材化し、特に本村が有

する世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の一つ「中城城跡」とその城主「護佐丸」を素材

に取り上げ、「ごさまる科」の授業とともに本村の文化を学ぶことで、中城の歴史と文化、世界遺産を

有する本村について触れ、郷土の理解を深めることや郷土への誇りと愛着を育み、自らの目標に向か

って学び続ける児童の育成を目指す。 

 

２ 事業の概要・実績 

 ・本事業は、村内全ての小学校を教育課程特例校として申請し、平成26年度から「中城ごさまる

科」を導入して９年目を向かえる。副読本・指導書・教材ＤＶＤ等を作成し、故郷の歴史・文化・

自然を通した学習を行う。 

・「中城ごさまる科」の児童アンケートでは、「自分達が住む中城村のことがよく分かるようにな

りましたか（100％）」「自分の住む町に親しみがある（100％）」「自分で調べたことを自分の言

葉で発表できた（93％）」と回答し、教師の振り返りアンケートでも「大変よかった」「よかっ

た」との肯定的意見（98％）だった。 

 

３ 村内小学校の共通した効果及び成果 

・年４回の「中城ごさまる科」の担当者を対象とした研修会を実施し、各校の取り組みの方向性と

学習進度を確認できたことで、学校が主体的に取り組むことができた。教師の振り返りアンケート

では「大変よかった」「よかった」との肯定的意見が９８％だった。 

・学習内容を新学習指導要領に沿った内容に整理し、学習内容が6年間を通して系統化されて学習し

やすくなった。 

・指導主事が各学校へ訪問し直接助言ができたことで、「中城ごさまる科」の学校間差がなくな

り、年間指導計画の見直しや、「中城教育の日」での成果報告等の方法や今後の流れなどがスムー

ズ確認できたことで、授業改善に生かすことができた。 

・三学期には、各学校で成果報告会を実施し、子供達の学びを地域などへも披露できたことで「中城

ごさまる科」の取り組みの理解が深まった。 

 

４ 児童・教師・保護者の反応 

【児童】 

・未来の中城村について、自分達で考え、何があったらいいのか考えることが良かった。 

・中城村の特産物について知ることができた。 

・「こんなことがあったらいいな」「こんなことができたらいいな」等、自分の思ったことがたくさ

ん言えるようになったので良かった。 

・中城村にはたくさんの文化財がある良さがある。 

・中城村の農業や漁業のことをたくさん知ることができた。 

・クラスのメンバーと協力して勉強できたことがよかった。 

・みんな笑顔でがんばることができた。中城村の学校にいてよかった。 

・地域の人から中城について聞かれたとき答えることができてよかった。 

【教師】 

・成果報告をたくさんの小学生に聞いて欲しいと思いました。とても聞きやすく、子供達の姿を見

て元気が出ました。 

・それぞれの学校の特色があり分かりやすかった。 

・中城村のことを世界に発信できるようになっていく子供達の姿が楽しみです。これからも多くの

方に発信していく取り組みを続けていって欲しい。 
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・地元の歴史を知ることで、郷土愛が生まれていると思いました。素晴らしいことだと思います。 

・地域のことを知る。そのことを学ぶ機会はアイデンティティーの確立に大きな影響があります。 

・創作エイサーが素晴らしい。どんどんオリジナルを発揮していって欲しい。 

【保護者】 

・発達段階に合わせた学びのカリキュラムが良いと思いました。家庭でも中城村の話をすることが

増えました。これからも続けていって欲しいと思います。 

・創作エイサーの取り組みに驚きました。子供達が中城村に誇りを持って過ごしていることが嬉し

いです。 

・子供達が生き生きしながら学ぶ様子を間近で見れて感動した。どの子も勉強に熱心に取り組んで

いる様子がとても良かった。 

・子供達の一生懸命発表している姿に感動しました。 

・小学生でこれだけ中城村の歴史・護佐丸等を語れることが素敵です。先生方にも感謝します。 

 

４ 地域の評価 

・中城村教育の日で「中城ごさまる科」の、日頃の学習の様子が分かって良かった。 

・小学生でここまで学習ができているとは思わなかった。素晴らしい。今後もがんばって欲しい。 

・各小学校の取り組みは、ほぼ重複することなく、多角的な視点で中城村のことが調べられており、

初めて知る事実もあった。最後のエイサーも良かった。 

・地域に対して、ここまで自信を持って発表することは子供達の学習意欲を高めることに繋がってい

ると確信できるくらい大変良かった。今後も続けていって欲しい。 

 

５ 課題と対応策 

 ・「中城ごさまる科教材研究会」に講師等を招聘し、研究会の充実を図る。 

・ごさまる科を理解しやすくするためのさらなる護佐丸歴史資料図書館を有効活用していく。 

・各学校において、「中城ごさまる科」への理解を深めていくため、教育委員会による定期的な関わり

（助言等）を継続していく。 

・教材本の改定、増刷に向けて予算処置を行い学びの環境を整えていく。 
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令和４年度 「中城ごさまる科」 自己評価の結果 

     教育課程特例校 中城村立中城南小学校 

１ 目 的 

本村の幼小中学校において、地域の歴史･文化に係る地域素材を積極的に教材化し、特に本村が有

する世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の一つ「中城城跡」とその城主「護佐丸」を素材

に取り上げ、「ごさまる科」の授業とともに本村の文化を学ぶことで、中城の歴史と文化、世界遺産を

有する本村について触れ、郷土の理解を深めることや郷土への誇りと愛着を育み、自らの目標に向か

って学び続ける児童の育成を目指す。 

 

２ 事業の概要・実績 

 ・本事業は、村内全ての小学校を教育課程特例校として申請し、平成26年度から「中城ごさまる

科」を導入して９年目を向かえる。副読本・指導書・教材ＤＶＤ等を作成し、故郷の歴史・文化・

自然を通した学習を行う。 

・「中城ごさまる科」の児童アンケートでは、「自分達が住む中城村のことがよく分かるようにな

りましたか（99％）」「自分の住む町に親しみがある（98％）」「自分で調べたことを自分の言葉

で発表できた（96％）」と回答し、教師の振り返りアンケートでも「大変よかった」「よかった」

との肯定的意見（98％）だった。 

 

３ 村内小学校の共通した効果及び成果 

・年４回の「中城ごさまる科」の担当者を対象とした研修会を実施し、各校の取り組みの方向性と

学習進度を確認できたことで、学校が主体的に取り組むことができた。教師の振り返りアンケート

では「大変よかった」「よかった」との肯定的意見が９８％だった。 

・学習内容を新学習指導要領に沿った内容に整理し、学習内容が6年間を通して系統化されて学習し

やすくなった。 

・指導主事が各学校へ訪問し直接助言ができたことで、「中城ごさまる科」の学校間差がなくな

り、年間指導計画の見直しや、「中城教育の日」での成果報告等の方法や今後の流れなどがスムー

ズ確認できたことで、授業改善に生かすことができた。 

・三学期には、各学校で成果報告会を実施し、子供達の学びを地域などへも披露できたことで「中城

ごさまる科」の取り組みの理解が深まった。 

 

４ 児童・教師・保護者の反応 

【児童】 

・中城村だけでなく、他の市町村とのかかわりも知るきっかけになったので良かった。 

・グループ活動でまわりの仲間と交流しながら学ぶことができて楽しかった。また仲良くなれて勉

強が好きになった。 

・自分が住んでいる町のすごいところが知れたことがよかった。 

・中城城跡の石積みの技術の高さは本当にすごい。私たちの先祖はすごいなと思った。 

・中城城跡の出土品等を学習していくほど、中城村民としてのほこりを持つことができた。 

【教師】 

・成果報告をたくさんの小学生に聞いて欲しいと思いました。とても聞きやすく、子供達の姿を見

て元気が出ました。 

・それぞれの学校の特色があり分かりやすかった。 

・中城村のことを世界に発信できるようになっていく子供達の姿が楽しみです。これからも多くの

方に発信していく取り組みを続けていって欲しい。 

・地元の歴史を知ることで、郷土愛が生まれていると思いました。素晴らしいことだと思います。 

・地域のことを知る。そのことを学ぶ機会はアイデンティティーの確立に大きな影響があります。 

・創作エイサーが素晴らしい。どんどんオリジナルを発揮していって欲しい。 
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【保護者】 

・発達段階に合わせた学びのカリキュラムが良いと思いました。家庭でも中城村の話をすることが

増えました。これからも続けていって欲しいと思います。 

・創作エイサーの取り組みに驚きました。子供達が中城村に誇りを持って過ごしていることが嬉し

いです。 

・子供達が生き生きしながら学ぶ様子を間近で見れて感動した。どの子も勉強に熱心に取り組んで

いる様子がとても良かった。 

・子供達の一生懸命発表している姿に感動しました。 

・小学生でこれだけ中城村の歴史・護佐丸等を語れることが素敵です。先生方にも感謝します。 

 

４ 地域の評価 

・中城村教育の日で「中城ごさまる科」の、日頃の学習の様子が分かって良かった。 

・小学生でここまで学習ができているとは思わなかった。素晴らしい。今後もがんばって欲しい。 

・各小学校の取り組みは、ほぼ重複することなく、多角的な視点で中城村のことが調べられており、

初めて知る事実もあった。最後のエイサーも良かった。 

・地域に対して、ここまで自信を持って発表することは子供達の学習意欲を高めることに繋がってい

ると確信できるくらい大変良かった。今後も続けていって欲しい。 

 

５ 課題と対応策 

 ・「中城ごさまる科教材研究会」に講師等を招聘し、研究会の充実を図る。 

・ごさまる科を理解しやすくするためのさらなる護佐丸歴史資料図書館を有効活用していく。 

・各学校において、「中城ごさまる科」への理解を深めていくため、教育委員会による定期的な関わり

（助言等）を継続していく。 

・教材本の改定、増刷に向けて予算処置を行い学びの環境を整えていく。 
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